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大学基準協会の大学評価、短期大学認証評価においては、自律的な質保証活動への信頼を

基礎に、創意工夫によるさらなる個性の伸長と、それによる理念・目的の実現を後押しする

ことを目的に、前回の評価結果等において、一定の要件を満たしている大学・短期大学に対

して弾力的な措置での評価を実施いたします。ただし、この措置を用いるかは大学・短期大

学の任意です（適用を希望する大学・短期大学は、文末の今後の手続を参照してください）。 

要件の充足は２段階で判断されますが、さしあたって、以下に示す第１段階の要件（要件

①②）を満たしている大学・短期大学は次ページの通りです。 

 

 

弾力的措置の適用要件 

前回の機関別認証評価※において以下の要件を満たすこと（第１段階の要件）。 

※大学評価は 2018年度以降、短期大学認証評価は 2020年度以降実施の評価。 

① 適合の判定を受けている（追評価により適合となった場合を除く）。 

② 前回の第３期認証評価の評価結果が、以下の全要件を満たしている。 

ア）基準２「内部質保証」に関し、是正勧告及び改善課題のいずれも提言されていない。 

イ）基準４「教育課程・学習成果」に関し、是正勧告が提言されていない。 

ウ）基準４「教育課程・学習成果」の学習成果の測定に関しては、改善課題も付されていない。 

 

③ ①及び②を満たしたうえで以下の要件を満たすこと（第２段階の要件）。 

エ）弾力的措置の対象となることの確認を求める時点において、前回の機関別認証評価以降に

自己点検・評価を実施した実績があり、その結果を公表している（全学的な内部質保証活

動を対象とした自己点検・評価は必須とする）。 

 

改善報告書の検討結果において、②のア）～ウ）の要件にかかる事項の改善が認められると判断され

た大学・短期大学も要件を満たすものとして扱います。ただし、指摘を受けた事項の一部について引

き続き改善が求められている場合は、要件を満たさないものとして取り扱います。 

 

※本制度の詳細は、『大学評価ハンドブック』『短期大学認証評価ハンドブック』所収の資料 10「機関別認証 

評価における大学及び短期大学の創意工夫を促すための弾力的措置について」をご覧ください。 
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2025年度に評価を行った大学、短期大学のうち第１段階の要件を満たしている大学、短期大学 

評価結果において要件ア）～ウ）を 

満たしている大学・短期大学 

改善報告書検討結果において要件ア）～ウ）を

満たしている大学・短期大学 

札幌保健医療大学 

芝浦工業大学 

常葉大学 

名古屋学院大学 

広島修道大学 

立命館大学 

金沢大学（2021 年度大学評価） 

近畿大学（2021 年度大学評価） 

専修大学（2021 年度大学評価） 

中央学院大学（2021 年度大学評価） 

中京大学（2021 年度大学評価） 

中村学園大学（2021 年度大学評価） 

新潟青陵大学（2021 年度大学評価） 

明治大学（2021 年度大学評価） 

桃山学院大学（旧桃山学院教育大学） 

（2021 年度大学評価） 

京都精華大学（2022 年度大学評価） 

高知県立大学（2022 年度大学評価） 

島根県立大学短期大学部  ― 

17大学（2025年度評価６・改善報告書 11）、１短期大学 

 

 

上記に該当する大学・短期大学における今後の手続等 

 

弾力的措置によって次回の大学評価、短期大学認証評価を受けるか否かは任意です。弾力

的措置によらず通常の方法で評価を受けることも可能です。 

弾力的措置によって評価を受ける場合は、第２段階の要件充足が必要であり、その確認を

次回評価実施の２年前の 10月に本協会に求める必要があります。なお、通例によらず、改

善報告書を早期に提出する大学・短期大学であっても、次回の大学評価、短期大学認証評価

を受ける２年前の 10月に第２段階（要件の③に示すエ）の条件）の充足確認を申し出る必

要があります。 

上記の申し出を受け、大学評価委員会、短期大学評価委員会が充足状況を確認し、12 月

までに結果を当該校に通知します。 

その後、次回評価申請までの約１年間が評価に向けた点検・評価期間（点検・評価報告書

等の評価資料の準備期間）です。 

以上 


